
八ヶ岳で経験した努力の数々  

    

 

八ヶ岳は、自然がいっぱいで建物があまりない田舎です。八ヶ岳には、小学校の

時一度行ったことがあります。５年生の時は、飯盛山に登りました。今回登ったの

は、茶臼山です。飯盛山は１６４３ｍ、茶臼山は２３８４ｍです。初めは、僕は力

が弱いので心配でした。でもうまく登れました。なぜうまく登れたのかを教えまし

ょう。  

 まず、言葉です。僕は登山中と下山中で友達が言っていた言葉が励みになりまし

た。例えば、「頑張って」とか「もうすぐだよ」とかです。一番つらかったのは、距

離です。茶臼山の道のりは、石がいっぱいあったので、進みが悪かったです。そし

て坂道も急でした。登りながらこう思いました。「もう家へ帰りたい」と。でもここ

で、暗い気持ちを変えさせてくれたのは、友達の言葉でした。  

言葉と同じように行動でも励まされました。例えば、手を引っ張ってくれたり、

体を支えてくれたりしました。僕はうれしかったです。だから僕もみんなに「ここ

危ないよ。」と声をかけました。それを聞いたみんなは、気をつけて歩いていました。

そうやって苦労して登った山頂の景色は、気持ちがよくていい眺めでした。頑張っ

た甲斐がありました。  

他にも努力して成功させたことがあります。レタス収穫では、思いやりという努

力でできました。なぜかというと、僕は、大きいレタスをお土産にしたらきっと喜

ぶと思って、大きいレタスを収穫しました。でも大きいレタスを収穫するには、力

が必要だということがわかりました。だから僕は、先生の手を借りて、力一杯芯を

切りました。また、そば打ち体験では、丁寧に作業するという努力でおいしくそば

を作ることができました。特に、切り方に気をつけました。係活動では、レク係で

出発前から企画を立てて、みんなが楽しめるようなイベントになるように努力しま

した。バター作り体験では、力一杯牛乳を振って、おいしく作りました。途中でバ

テましたが、あきらめないで力一杯振りました。  

このように、力がなくても努力で楽しい八ヶ岳の生活を送ることができました。  

これから僕は、体を鍛えて力をつけながら、努力を忘れないで頑張っていきたい。

です。そして、やさしい言葉を利用して、頑張って生活していきたいです。  
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芽が出て 、葉 が出 て、花 が咲 く！       
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短くて長かった３日間  

 

 

私は、中学生になって改めて行く、「八ヶ岳自然教室」をとても楽しみにしていた。 

そこで、「八ヶ岳自然教室事前発表会」をやるということを知った。その時は、面倒

くさいと思ったが、パネルの構成を考えたり、発表のリハーサルをしていくにつれ

て、だんだん楽しくなっていった。そして、最後までちゃんとやろうという気持ち

が芽生えた。  

発表当日、私とても緊張した。そして「絶対失敗する…。」とつぶやいた。だが心

の中では、「今まで練習してきたんだ。自信をもとう。」と思っていた。しかし予想

通り、話すペースが速くなったり、かんでしまったりし、うまく話すことができな

かった。だが、先生に、「すごく声が大きくて良かったよ。」と言われ、私の心の中

の雲がすっと晴れた。また、他の班の発表を聞いて八ヶ岳に行くのがさらに楽しみ

になった。  

 そして八ヶ岳自然教室の１週間前、右足に痛みが走った。だが、私はすぐに大丈

夫になるだろうと思って放っておいた。しかし、痛みは続き、足を見てみると赤く

はれてしまっていた。歩くだけでも痛いこの足で、八ヶ岳の登山ができるだろうか

…ととても不安になった。数日たつと、痛みはだいたい消えていて、大丈夫な気が

した。  

 八ヶ岳自然教室、１日目はあいにくの雨だった。だけど私はとても晴れ晴れとし

た気持ちだった。ソフトクリームを食べたり、そば作りやバター作りは班で協力し

ながらできて、どれもおいしかった。また、時間通りに行動でき、とても充実した

一日だった。  

 ２日目の朝、太鼓の音で目を覚まし、カーテンを開けると空は青く輝いていて、

山の形がくっきりと見え、最高の登山日和だった。体力のない私だったが、なぜか

頂上まで元気に登ることができ、自分でも驚いた。小学校の時は、友達に荷物を持

ってもらい登ったので、自分の力で登れたことがとてもうれしかった。頂上から見

る景色はとても美しく感動した。今まで見た中で、一番美しかった。だが、下山の

時は、少し足が痛み苦労した。私は友達に助けてもらいながら、山を下った。女子

はみんなで協力して、助け合っていて友情っていいなと思った。  

 宿舎に帰ってきて少ししてから、キャンプファイヤーをやった。最初から盛り上

がっていて、いよいよ自分の班の出番になった。結構、リラックスしてできて、笑

いもとれ、大盛り上がりした。とても楽しい夜になった。  

 ３日目、晴天だった。退園式、私たちは職員の方々にお礼を言い、学園を出発し

た。レタス収穫では、友達と協力し、大きくみずみずしいレタスを収穫できた。班

行動もちゃんとして、すべての予定が終わった。長い３日間のはずだが、私には短

い３日間に感じられた。だが、その３日間は、短いはずだがとても充実していた。

それは、みんなで協力し、楽しみ、何事にも全力で取り組んだからだ。私の心の中

には、しっかりと刻み込まれた。  

 そして、これからも仲間と協力し、助け合い、前向きに進んで行きたい。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日  曜日  １  ２  ３  ４  ５  ６  予定  給食  

３  月  学  理  国  体  英  社  
生徒会朝礼、安全指導日  ①八ヶ岳パネル完成  

             （未完成者居残り） 
○  

４  火  国  体  数  社  技  英   ○  

５  水  美  美  数  英  道   研修会  ○  

６  木  英  数  体  国  社  理   ○  

７  金  国  理  数  家  総  総  薬物乱用防止教室⑤⑥、給食試食会  ○  

８  土  国  社  数  ／  ／  ／  土曜授業公開、スポーツフェスティバル  × 


